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平成23年
度

健保の予
算が決ま

りました

みなさん
から納め

ていただ
いた保険

料はこう
使われま

す

　
２
０
１
１
年
２
月
18
日
、
第
１
３
７
回
日

本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
健
康
保
険
組
合
の
組

合
会
が
開
催
さ
れ
、
２
０
１
１
年
度
事
業
計

画
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
現
役
世

代
が
高
齢
者
世
代
を
支
え
る
仕
組
み
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
年
々
急
激

に
進
む
日
本
の
人
口
構
成
を
考
え
る
と
、
こ

の
ま
ま
で
は
遅
か
れ
早
か
れ
限
界
が
来
る

　日本アイ・ビー・エム健保組合では、特定健診、特定保健指導の受診促進と疾
病予防に重点を置いて保健事業を展開し、給付事業では、レセプトの点検を強化
して医療費の適正化に努めていくこととしました。詳しくはつぎのとおりです。

ジェネリック医薬品の利用促進
　…対象者を分けて年３回通知をお届け

医療費通知の改善
　…Web 方式に変更。
　　加入者が自ら検索できるサービスの提供

柔道整復療養費の適正化推進
　…正しい利用のしかたを徹底

被扶養者資格確認
　…定期確認を７月開始予定

付加給付の見直し
　…給付金額の改訂を検討

特定健診および特定保健指導の定着と推進
・被扶養者（家族）の健診受診率の向上
・効果的かつ効率的な保健指導の推進
・会社との協業推進（定期健康診断）

情報システムの活用
・レセプト分析による医療費適正化へのチャレンジ
・健診サポートシステム（SS21）の活用

保健事業見直しによる事業費適正化の推進
・疾病予防プログラムの見直し
・事業の分析・評価を行い、効果を把握する仕組み
  を構築
・補助金の見直し・減額を実施

こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、

昨
年
度
、
国
民
医
療
費
は
35
兆
円
を
超
え
る

規
模
に
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
保
険
組
合
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢

の
下
、
医
療
費
な
ど
保
険
給
付
費
の
増
加

と
高
齢
者
医
療
に
対
す
る
過
重
な
納
付
金
、

支
援
金
の
負
担
に
よ
り
例
外
な
く
厳
し
い

財
政
状
況
に
陥
っ
て
お
り
ま
す
。
支
出
増
加

に
耐
え
ら
れ
ず
、
平
成
23
年
度
、
保
険
料
率

を
引
き
上
げ
た
健
保
組
合
は
、
東
京
管
内
の

全
５
８
９
健
保
組
合
の
う
ち
２
０
９
組
合

に
上
り
ま
す
。※

　
当
健
保
組
合
も
積
立
金
を
取
り
崩
し
て

対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
昨
年
度
以

上
に
状
況
は
厳
し
い
と
見
通
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
運
営
基
盤
を
堅
持
し
、
よ
り
一
層
、

健
全
な
組
合
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
※
健
保
連
東
京
連
合
会
集
計
）

2011年度の事業計画をお知らせします

予算総額　173億 3,257万７千円

保険料率　58.0 ／ 1000（現行どおり）

重点をおいて
実施する適用・
給付事業

重点をおいて
実施する
保健事業

IBM
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　　　　　　保健事業費
みなさんの健康づくりをサポートしている
財源です。健診、特定保健指導などの疾病
予防事業やアスレチック施設の利用、保養
施設運営のための費用などに充てられます。

5,202

納付金・支援金
高齢者医療制度を支えるため
に負担しています。

30.0％
被保険者
1人当たり

165千円

被保険者のみなさんと会
社から納めてもらってい
ます。

保険料
　一般保険料　13,595
　調整保険料　　　362

収入
（百万円）

総　額
17,332

財政調整事業交付金
190

施設利用料
（法定健診受託料）

141

繰入金
　別途積立金繰入　2,665
　退職積立金繰入　　　 6

預金利子　20

その他　353

1,878

10.9％
被保険者
1人当たり

59千円
その他
事務所費、営繕費などです。

総　額

17,332

支出
（百万円）

4.7％820
被保険者
1人当たり

26千円

449

2.6％
被保険者
1人当たり

14千円

みなさん一人ひ
とりが予防に努
め、健康づくり
に励んでいただ
くと削減できる
支出です。

予備費
想定外の事態に対応する
ために計上しています。

保険給付費
みなさんが病院などにかかったときに
支払われる医療費や出産・死亡などに
対しての各種給付です。

IBM 健保組合は、健康保険法で決
められた給付（法定給付）にプラ
スして支給する独自の給付（付加
給付）を行っています。
≫詳しくはホームページの
　保険給付一覧を

51.8％
被保険者
1人当たり

285千円

8,983

介護保険（保険料率9.0／1000）

介護保険収入
繰越金
雑収入
合　計

◦収入（百万円）
1,436

147
4

1,587

介護納付金
介護保険料還付金

積立金
合　計

1,548
3

36
1,587

◦支出（百万円）

●健保組合に介護保険料を支払っているのは
　40歳以上65歳未満の方です。負担は、被
　保険者と会社で折半（4.5／1000ずつ）です。
●納付金は国から通知される分を国に納め

ています。
●高齢化の伸展や介護を要する方の増加に

よっては今後、介護保険料率の引き上げ
を検討いたします。

介護保険のポイント！

健康保険

　こう
使われ

ます


